
本邦では2017年に口腔がんを含む頭頸部がんで免疫チェックポイン
ト阻害薬が承認となり、進行口腔がんの治療は新たな展開を迎えてい
る。そして、現在の課題は、その治療効果に影響する免疫学的機序の
解明である。
担がん宿主で増加する骨髄球系細胞には、強い免疫抑制機能を有す
るものが存在し、がん免疫療法の奏効にも影響することが考えられて
おり、一部のがんでは、好中球数のモニタリングが、がん免疫療法の
効果を予測するための指標にもなっている。
本講義では、担がんマウスモデルを用いた骨髄球系細胞に関する基
礎研究の内容と、現在行われている口腔がんに対する免疫療法につい
て紹介する。
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